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を利用したウェブ閲覧サービスについて，ARAI Yoshio, ‘Mobile Internet and Local 
Information : A Case in Japan’（東京大学人文地理学研究 18）はローカルサイトの空
間的分布の特徴を論じた。教育サービス業については，山﨑貴子「京都市右京区にお
ける学習塾の立地展開とその形態に関する一考察」（人文地理 59-1）が，学習選択の
背景を生徒の諸属性から分析した。 
交通に関する研究として，おもに都市構造と交通網の再編に関して，その体系的な
枠組みを整理した林上『都市交通地域論』（原書房）は，交通という視点から都市形態
や空間構造をとらえなおすとともに，新交通システムや物流，貿易，交通政策，環境
問題と交通の関わりについて論じた。compact cityへの注目が高まるとともに公共交
通機関のあり方が議論される中で，本年はバス交通網の空間的な再編成について多様
な角度からの研究成果が得られた。公共部門の民間活用策の視点から，佐藤正志「規
制緩和に伴う公共交通政策の転換－岐阜市のバス事業民間譲渡の事例－」（経済地理学
年報 53-2）は，バス事業の民間譲渡により，行政が事業の「運営者」から「監督者」
に立場を転換させたことを指摘している。大都市圏内のバス路線において，公塚裕幸
「都市圏内における乗合バス交通の変遷－渋谷駅を発着する系統を事例に－」（駒澤大
学大学院地理学研究 35）が，ターミナルを発着とするバス系統の輸送機能の変容を取
り上げた。一方で，モータリゼーションの進展した地域のバス事業の変遷を考察した
石関正典「上毛電気鉄道の乗合バス事業の変遷と縮小要因に関する考察」（新地理 55-2）
では，路線の収支状況を資料とした分析がなされた。これらの研究の視点は，コミュ
ニティバスや路面電車など，公共交通サービスの採算性を都市構造の中で議論する上
で，重要な視座を含んでいるといえよう。 
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